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　11月15日、ANAクラウンプラザホテル富山において、富山県赤十字有功会40周年記念大会が開催されました。
　記念大会には、来賓・受章者・会員を含め 約120名が出席。赤十字事業に多額の寄付を寄せられた個人・法人や当有功会の活動
に多大な貢献をされた方々に、新田八朗日赤富山県支部長（県知事）、清家 篤日赤社長、梅田ひろ美有功会長から表彰状・感謝状が
手渡されました。
　また、新田支部長、清家社長より祝辞が贈られ、富山県赤十字有功会の更なる発展を誓い合う大会となりました。

　富山県赤十字有功会は、1982（昭和57）年に初代会長品川忠三郎氏を中心に結成された赤十字の支援団体です。（現在 会員は 
約450名）赤十字活動資金への協力で銀色有功章（20万円以上）あるいは金色有功章（50万円以上）を受章された方であれば、どな
たでもご入会いただけます。

採血室

梅田ひろ美会長挨拶「この記念大会を契機に赤十字の理念を再認識し、更に運動の輪を広げていきたい」 映画監督 本木克英氏による記念講演

祝辞を述べる新田八朗支部長 清家篤社長より有功章の贈呈

救急法基礎講習：１日コース

2/16（木）
3/21（祝）

2/17（金）、20（月）
3/25（土）～26（日）

救急法救急員養成講習：２日間コース

街頭献血のお知らせ講習会のお知らせ

急病の手当、けがの手当、搬送などが学べます

2/4（土）～5（日） 日赤富山県支部 9：00～17：00

健康生活支援員養成講習：２日間コース

心肺蘇生やAEDを用いた除細動などが学べます

幼児安全法支援員養成講習：２日間コース

3/11（土）～12（日） 日赤富山県支部 9：00～17：00

子どもに起こりやすい事故の予防と手当、子どもの病気への対応などが学
べます

健康増進と高齢者に起こりやすい事故の予防・手当、日常生活の自立に向け
た介護の知識と技術などが学べます

マリエ献血ルーム
　富山市桜町1-1-61 マリエとやま６F　　TEL 076-445-4500
　受付時間は、10：00～12：00　14：00～18：00

上記以外の献血会場◆

県総合体育センター
日赤富山県支部

9：00～16：30
9：00～16：30

県総合体育センター
日赤富山県支部

9：00～16：30
9：00～16：30

お問い合わせ先
富山県赤十字血液センター
TEL 076-451-5555

https://www.bs.jrc.or.jp/tkhr/toyama/

受講のお申し込みやお問い合わせ先
日本赤十字社富山県支部 事業推進課

ＴＥＬ 076-451-7878
https://www.jrc.or.jp/chapter/toyama/study/

（ホームページから申し込みができます）

新型コロナウイルス感染症に関して

献血の事前予約
にご協力を
お願いします

◆感染拡大等の状況によっては、開催を中止する場合があります。
◆感染拡大の防止を図るため、講習内容（実技等）を制限するととも
に受講者の体調についてお伺いする等の措置をとっております。

　12月９日、マリエとやま6階にある「マ
リエ献血ルーム」がリニューアルオープ
ンしました。マリエ献血ルームは1996
（平成８）年に開設し、今回、全面改装を
行いました。
　新しい献血ルームは以前よりスペー
スを広げ、献血にご協力いただく皆様に
とって心地よい空間になるよう、白を基
調とした落ち着いた雰囲気となっており
ます。採血ベッドも新しくなりました。
　スタッフ一同、皆さまのご協力を心よ
りお待ちしております。

マリエ献血ルームがリニューアル！

10：00～12：00　13：15～16：30

9：30～12：00　13：15～16：00

10：00～12：00　13：15～16：30

9：30～16：00　

4日（土）
5日（日）

12日（日）
18日（土）
19日（日）
21日（祝）
25日（土）
26日（日）

イオンモール高岡
ファボーレ
アピタ富山東
イオンモール高岡
イオンモール高岡
ファボーレ
イオンモール高岡
イオンモール高岡
ハッピータウン氷見店

3月

5日（日）

11日（祝）
12日（日）

19日（日）
23日（祝）
25日（土）
26日（日）

イオンモールとなみ
アル・プラザ小杉
イオンモール高岡
ファボーレ
アップルヒル
ファボーレ
イオンモール高岡
イオンモール高岡
ファボーレ

9：00～12：00　13：20～16：00
10：00～12：00　13：15～16：00

10：00～12：00　13：15～16：30

9：30～12：00　13：15～16：00

10：00～12：00　13：15～16：30
　　　　　　

２月

★お昼時間は受付をお休みします。
★日程は都合により変更することがあります。

待合スペース
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　９月26日、不二越工業高等学校３年生160名を前に笠井信輔アナウ
ンサーによる献血セミナーが開催されました。
　笠井さんは、フリーアナウンサー転身後に血液のがんである悪性リンパ
腫が判明し、入院中に２度の輸血を受け、頭痛などの症状が改善された
と話されました。また、輸血用の血液
は人工的につくれないことや長期保
存できないことを説明し、献血への協
力を呼びかけられました。
　セミナーに参加した生徒さんからは、
９月28日、29日の両日の卒業献血に
ご協力をいただきました。

　富山赤十字病院は、赤ちゃんにやさしい病院（ＢＦＨ）に認定された病院です。ＢＦＨとは、妊娠中から出産そして退院後も
継続してお母さんと赤ちゃんに合わせた母乳育児支援をする病院です。2009（平成21）年に認定されてから単に母乳育児
をすすめるだけでなく、より良い母子関係や家族との絆を深められるように様々な工夫をしています。

　10月16日、富山県里親講演会を開催しました。講演会は３部
構成で、第１部では、里親制度についての制度説明。第２部では、
元厚生労働大臣、塩崎恭久氏の基調講演。第３部では、塩崎
氏を交えて、地元の現役里親さんと、児童相談所、県の担当者
でパネルディスカッションを行いました。

当催しは、富山県と富山県里親支援機関事務局の企画により実施されました。
富山県里親支援機関事務局の運営は、2010（平成22）年度から日本赤十字社富山県支部が富山県より受託しています。

　政界を引退後、ご夫婦で里親登録をされた塩崎氏。ご自身の里親
としての体験談を交えながらの基調講演となりました。
　パネルディスカッションでは、塩崎氏が掲げられた「家庭養育優先
原則」について、北日本放送の陸田アナウンサーのコーディネートに
より、第一線で子どもの養育に携わっている里親さんと、行政、それ
ぞれの立場で熱意あふれるディスカッションが行われました。来場者の
方からは「里親さんの生の声が聞けてとても良かった」と大盛況でした。
　講演会の様子はYahoo!ニュースでも記事になり、里親制度への
関心が広がりをみせています。

生まれた赤ちゃんが母
乳を欲しがるタイミング
を大切にして、助産
師がゆっくりと時間を
かけて母子
の繋がりを
育む場とし
ています。

当院では妊婦さんを対象に妊娠週数別の安産教室を開催していま
す。コロナ禍ではリモートも取り入れています。

出産は、コロナ禍のため制限はありますが、立ち合い分娩をしていま
す。妊婦健診で個別の悩みや不安を傾聴し、解決法と共に考える
など寄り添いながら対応しています。

【病棟スタッフにインタビュー】

妊婦さんやご家族に向けた支援を教えてください。

出産に向けたサポートはどんなものがありますか。

赤ちゃんにやさしい病院（BFH）認定更新【富山県里親講演会】　塩崎元厚労大臣、富山で里親体験を語る。
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演題
「『真に』子どもにやさしい国をめざして」
　　　　～「家庭養育原則」徹底により、子どもの未来を拓く～

～来場者の声～

日本は子どもを保護する
体制などが遅れているのだなぁ
と感じました。

塩崎さんの情熱に感銘を受けました。
1日も早い法制度の改革と里親委託の
推進に期待します。

塩崎元大臣の情熱と推進力に
感動。私にも出来ることを
この富山で！と思います。

社会で子どもを守り、
育てていける日本の良さを
とりもどし、再構築できれば
いいなと思いました。

里親が日本の中で身近な
ものになっていきますように。

家庭養育の重要性を痛感しました。

日本の実態に驚いた！

母乳育児に関す
る取り組みにつ
いて教えてくだ
さい。

【献血セミナー】   「命の絆」　講師  笠井信輔アナウンサー

出産担当スタッフがお産の進行状態を見ながら産婦さんの心と身体のケアに
努めます。また、適宜家族の方
に対し電話連絡等で状況をお伝
えしています。分娩直後には、母
と子が肌と肌を合わせて抱っこし
数時間過ごす母子の早期皮膚
接触（早期母子接触）のお手伝
いをします。
最新の情報を取り入れ
る為に定期的に学習
会を開催しています。

学習会の様子

A


